く 

砲弾 を 大きく して、 尾部に —— 噴 管 をつ け、 そして 

大きな 翼 をう しろの 方まで、 ずっとのば すと、 それ は 

そ つ くり 噴 行艇の 形になる。 

銀白色のう つくしい 姿の 噴行艇 だった。 その 胴に、 

ときどき 前にい く 僚艇 の 噴射 瓦斯が 青白く 反射す る。 

、- つ ぱい 

また、 ときおり は、 空 を 一杯に、 ダイヤモンド を ふり 

まいた ような 無数の かげが 艇の 胴のう えに、 きら リと 

光 をお とす こと も あ つ た。 

> j う > 」 うたる 爆音 を あげ て 、 と び ゆく 噴行艇 の 群！ 

らせんけ い ぎょうぎ 

右 まきの 螺旋 形 をつ くって、 行儀よ く とんで いく 噴 



そんな 眼に あって は、 また 大ぜ いのもの わらいで ある。 

「はい。 今お きます よ」 

「おきます よ？ そのよが いけない。 はい、 おきます 

—— だけで いいんだ。 よけいな よ をつ けるな い」 

(これ はいけ ない！) 

三郎 は、 あわてて 釣 床から 下に 落ちる ようにして、 

おきた のだった。 

はたして、 前に は、 艇夫長 松 下 梅 造が、 西郷 さんの 

銅像の ような 胸 を はって、 釣 床 ごしに 彼の 顔 を にらみ 

つけて いた。 

「艇夫 長、 お早う。 もう 朝に なった のです かい」 



「知れた こと だ。 あと 三十 分で、 お前の 交替 時間 だぞ。 

時計 は、 七 時半 を さして いら あ」 

艇夫長 は、 そういって、 拳固の せなかで、 赤い 

だん /はな 

団子鼻 を^ J しごし とこす つた。 

プカ う ，う う ぶ う 

知らない 人が きいたら、 このと き 豚の 仔がない たの 

かと 思う だろう。 しかし そのぶ う ぷ うは 豚の 仔が な い 

たのではなくて、 艇夫 長の 鼻が 鳴った のであった。 鼻 

を こする と、 この 奇妙な 音が する のであった。 

(これ は、 たいへん。 艇夫 長の ごきげんが、 きょうは 

たいへん 悪い ぞ！) 



と は、 いろいろ ちが つ た 出来 ごとが ふえてき たようで 

あった。 

あれから 間もなく、 身体が なんだか 軽くな つたよう 

に 感じた。 机のう えから、 物が おちる の を 見て いると 

なんだか、 高速 撮影で とった 映画の ように、 ゆっくり 

とおち るよう な 気がした。 そのこと を、 この 鳥 原彦吉 

に 話 をす ると、 

(ああ、 それ は 重力が、 ぐんと 減った からだよ。 つま 

リ 地球から ずいぶん とおくへ 離れた もの だから、 地球 

の 引力が よわくな つたんだ。 物 も ゆっくり おちる だろ 

うし、 身体 も 軽く 感ずる だろう。 これから もっと 先へ 



いくと、 重力が 減りす ぎて、 妙ち きりんな ことが 起る 

だろう よ。 気をつけて いたまえ) 

と、 この 鳥 原が おしえて くれた ことがあった。 

三郎 は、 それ を 思い出し たもの だから、 

「ねえ、 鳥 原さん。 あれから のち、 あまり 重力が 減つ 

たような 気がしな いが、 どうしたん でしよう」 

ときいた。 

すると、 鳥 原 は、 吸口まで 火に なった 煙草 を、 灰皿 

の 中で もみけしながら、 

「ああ、 重力の ことか。 重力 は 大いに 減って しまった 

さ。 しかし、 重力が 減りす ぎる と、 われわれの 仕事 や 



こんな 目にあって ごらん。 それ こそ、 あまり ふしぎで 

気 もちが わるくて 仕方がな いよ」 

てんじょう 

そういつ ている とき、 小食 堂の 天井に とりつけて 

ある ブザ ー (じい じいと 蜂の なくよう な 音 —— を 出す 

よびりん 

一 種の 呼 鈴) が 鳴り だした。 

「あつ、 いけない。 もう 交替 時間 だ」 

風 間三郎 は、 ひよこん と 椅子から とびあがった。 

交替 時刻 



の 電球 は、 天井 一面の すり 硝子の 中に 入って いるので、 

下から は 見えない。 その代り、 天井の 上に、 本物の 太 

陽の 光が、 さんさん と 照り かがやいて いるよう な 気が 

する。 とにかく、 ここ は 艇長 室 だから、 とくにい ろい 

ろ 気をつけて あるの だった。 

部屋の 正面に、 ジュラルミンの 扉が はまって いた。 

うすま _ 

その 扉に は、 薄 彫りの 彫刻が してあって、 神武 天皇 御 

東征の 群像が 彫りつ けて あった。 これ は、 今 大宇宙 を 

あま 

天が けリ いく、 われら 日本 民族の 噴行艇 群に うってつ 

けの 彫刻だった。 

かたん、 かたん、 かたん。 



すこぶる のんびりした 朝の 風景だった。 

n — ヒ ー と 戦う 

風 間三郎 は、 箱の 中から、 べちゃんこ になって いる 

ゴム 風船の 一 つ を 引っぱ リ だした。 

それ は、 半分が 赤で、 他の 半分が 紺で 染めて あった。 

三郎 は、 それ を 口に くわえて、 ぶ— つと 息 を 入れ は 

じめ た。 



そこで 三郎 は、 ゴム 風船の 口 をき つく 結んで、 手の 

うえで、 ぼ— ん とついて みた。 まん 丸い 見事な 風船 は、 

ふわ— つと 上へ とびあがって、 天井に ついた が、 こん 

ど は 上から おちて きた。 

rto A ま. ま， A 

風 間三郎 は、 いい 気になって、 風船 をつ いていた。 

大宇宙 を とんで いる こと も 何も、 すっかり わすれて し 

ま つ たようで あ つ た。 

そのうちに、 とつぜん 奇妙な ことが 起った。 ぼ— ん 

とっき あげた 風船が、 す— つと 天井に のぼって いった 

が、 そのまま 天井に 吸いつ いたよう になって、 いつま 



でも 下へ 落ちて きそうで ない。 

(これ は、 へんだ な) 

三郎の 身体が、 このと き、 急に かるくな リ、 そして 

かるい 目まい がした。 

その 次の 瞬間であった。 

じり りん、 じり リん、 じり りん。 

警報 ベルが、 けたたましく 鳴り だした。 

「重力 装置に 故障が 起った。 修理に、 五分 間 を 要す」 

ベルが 鳴り やむ と、 その あとに ついて、 高声 器から 

当直の 声が きこえた。 

重力 装置の 故障なん だ！ 



前に も、 ちょっと 説明した が、 宇宙へ いくに 従い、 

重力が なくなる。 この 噴 行艇の 中に いる 乗組員た ち は、 

重力が なくなる と、 勝手が ちがって、 働きに くくなる。 

それで は 困る から、 わざわざ 器械 を まわして、 この 艇 

内 だけに 特に 重力 を 起して あるので ある。 その 重力 装 

置が、 故障に なった という 知らせで ある。 道理で、 ゴ 

ム 風船が、 天井へ 上った きり、 落ちて こない わけ だ。 

(だが、 さあたい へんだ！) 

三郎 は、 急に いそがしく なった。 重力 装置が 故障に 

なると、 室内の 物品が、 それぞれ ひとり 歩き を はじめ 

る。 そして とんでもない 勝手な ところへ いってし まう 



(早く、 五分 間た つて くれます ように。 そして 重力 装 

置が、 一 刻 も 早くな おります ように！) 

と、 三郎が 念じて いると、 ちょうど その 目の前の コ— 

ヒ— 沸し から、 妙な ものが 這いだ してく るで はない か。 

「あつ、 なんだろう、 あれ は …… 」 

あめ ぼう 

茶色の 飴ん棒み たいな ものが、 コー ヒ— 沸し の 口 か 

ら、 に ゆ ー つと 横にの びて くる。 それ は 箸ぐ らいの 長 

むち 

さに なり、 それから 更にの びて、 先生の 鞭ぐ らいの 大 

きさに のびた。 

「おやおや、 たいへんな ことにな つた ぞ。 一体、 あれ 

は I？ だろう な 一 



「なに、 重力 装置の 故障 か。 それ は …… 」 

といい かけた とたん、 三郎の 身体 は、 急に 目に 見え 

ない ものの ために、 すがりつかれ たような 気がした。 

ぴ しゃん！ 室内 は、 もうもうと 煙 立つ。 煙で はな 

い 湯気であった。 

(重力 装置が 直つ たんだな) 

いなずま 

と、 三郎の 頭の 中に、 そのこと が 稲妻の ように ひら 

めいた が、 とたんに、 横の 仕切りの 扉の 向こうに 大き 

な もの 音が あった。 

どす ー ん。 床が、 びりびりと 震動した。 

(あつ、 艇長が 天井から 墜落され たので なかろう か) 



く あいだに、 わし は 地球儀 を かく ことにしよう。 たし 

か、 印度洋の へんまで、 かいた おぼえが ある」 

そういって 艇長 は、 ゴム 風船の 入った 箱 を、 卓子の 

うえへ もってき て、 片手に 絵筆 をに ぎった。 それから 

艇長の 手が、 器用に うごき はじめる。 

そうな つて は、 もうし かたがない。 風 間三郎 は、 コ— 

ヒ— 沸し の 前へ すわって、 その 口から ゆらゆら とたち 

のぼる 湯気 を じ つ と 見つめて いる。 

室内が いやに、 しずかに なった。 コ— ヒ ー 沸し の ふ 

たも、 まだお となし くして いる。 

(一体、 なんだ ろうな あ、 めずらし いものと いうの 



は？) 

三郎 が、 いやに 考え こんでいた とき、 天井に つけて 

よびりん 

あった 呼 鈴が、 ぶうぶうぶ うと 鳴り だした。 それ は艇 

長 を よびだし ている 信号 音で あ つ た。 

「艇長、 電話です」 

三郎 がいう と、 地球儀の うえに 筆 を はこんで いた 艇 

長 は、 やおら 顔 を あげ、 

「そうら しいね。 はい、 艇長 は 電話に かかった」 

* はい、 艇長 は 電話に かかった〃 —— という ことば は 

一種の 暗合であった。 そういう ことば をい うと、 ス 

イッチが、 高声 器の 方へ 切り かえられる のであった。 



スィッチ を 手で 切り かえる かわりに 〃ハイ、 艇長 は電 

話に かかった， といえば、 スィッチが 切り かえられる 

ので ある。 

むかし、 岩の 前に 立って、 "開け ゴ マ， とさけ ぶと、 

岩が 二つに われて、 その 間から 入口が あらわれる とい 

う 話が あるが、 今 は それと 同じ こと を やって、 ス イツ 

チを 切り かえられる のだった。 これ を、 音波 利用の ス 

イッチと いう。 

高声 器から、 ぷ つ ぷ つ という 雑音が 出て きたと 思 つ 

たら、 とたんに 大きい 当直 長の こえが とびだした。 

「艇長。 只今、 地球が 夜明けに なりました、 どんどん 



「うん、 司令室 へ 入る」 

「宇宙塵と は、 なんです か」 

「そんな こと は、 誰か 他の 者に 聞け。 今、 それ を 説明 

している ひま はない」 

そうで もあろう。 

艇長 は、 室 を 横ぎ つて、 出入口の 方へ。 

「艇長。 コ— ヒ— はおの みに なりません か」 

「おお、 そうだ。 コ —ヒ— をのもうと 思って いて、 忘 

れ ていた。 おれ も、 よほど あわてたら しいね」 

そういいながら、 艇長 は^ f 子のと ころへ ひきかえし 

てきた が、 とたんに 大きな こえで どなった。 



か つ てし まった。 

修理 困難 

「鳥 原さん、 宇宙塵て、 一 体、 どんな もな の 〔# 「どん 

な もな の」 は ママ r さっきから、 宇宙塵 だ 宇宙塵 だと 

いう 話ば かりで、 ぼく は 面 くらって いるんだ よ」 

「なんだ、 三ぶ ちゃん は、 あの 宇宙塵 を 知らない のか」 

と、 鳥 ® 青年 は、 鼻の あたま を 手で こすった。 



, J ザ ，- で ぐずぐずして はいられない」 

そういって、 鳥 原 青年 は、 足 を 早めて、 廊下 を 向 こ 

うへ かけだし ていった。 

三郎 は、 しばらく 廊下 ごしに、 艇 内の あわただしい 

有様 を 見て いたが、 みんなが、 しんけんな 顔で とび ま 

わって いるの が 分る だけで、 本艇の 運命が、 いい 方へ 

すすんで いるの か、 それとも わるい 方へ かたむい てい 

るの か、 さっぱり わからなかった。 それで、 仕方なく 

彼 は 廊下 見物 を あきらめて、 また 元の ように 艇長 室へ 

戻った のだった。 

(こんな さわぎに ぶっか るんだ つたら、 本艇 にの りこ 



む 前に、 もっと 宇宙の こと を 勉強して くるんだ つたの 

にな あ) 

三郎 は、 今 さら どうに もなら ぬ 後悔 をした。 

「そうだ。 早く 艇長さん が 帰つ て こられる とい いんだ。 

そうそう、 こんど こそ 艇長さん の 口に コ —ヒ— が 入る 

ように、 用意して おこう や」 

三郎 は、 三度 目の コ —ヒ— 沸し を 始めた。 コ— ヒ— 

は 沸いた。 

しかし、 艇長 辻 中佐 は、 部屋へ かえって こなかった。 

「ああ、 惜しい ねえ。 今、 艇長さん が もどって こられ 

ると、 コー ヒ ー のおい しいと ころがの める の だけれ ど 



…：- J 

艇長の もど つ てく る 様子 はな か つ た。 

三郎 は、 なんとかして、 こんど こそ は 艇長に コ— ヒ— 

をの ませて あげたくて 仕方がなかった。 なに かいい 方 

法 はないで あろう か。 

三郎 は、 しばらく 小さい 胸 をいた めて、 考えて いた 

が、 やがて 思いつい たの は、 今 沸かした コ— ヒ— を、 

魔法瓶の 中に 入れて、 司令室に いる 艇長のと ころへ 

持って いくこと だった。 

「ああ、 それが いいや」 

さっそく 

三郎 は、 元 気づいた。 早速 魔法瓶に コ— ヒ— をつ め 



もに、 艇夫 室へ 急いだ。 

艇夫 室に は、 艇夫 たちが 大ぜ いあつ まっていた。 

卓子のう えに は、 高級 艇 員が 立 つ て 皆 を 見下ろし てい 

る。 

「もう、 大 たいあつ まった よう だな。 では、 宇宙服の 

着 方 を おしえる。 まず、 実物 を 見せる が これが 宇宙服 

だ」 

下から、 大きな 深海 潜水服み たいな ものが、 さし 上 

げられ た。 説明 役の 高級 艇員 は、 それ を 卓子のう えに 

力 力 力 だ I, 

抱え 上げた。 宇宙服 は、 架台に かかって いた。 自分の 

横に、 その 宇宙服 をお いて、 説明が はじまった。 



これ は 困る ことであろう。 三郎 にも、 それ は 分った。 

「 …… で、 この 触角の はたらき であるが、 これ は、 人 

間の 声に 応じて、 機械的に 震動す るよう になって いる。 

つまり 私が この 兜 を かぶり、 兜の 中で もの をい うと I 

I 兜の 中には 空気が あるから、 声 は 出ます —— すると、 

その 声が、 この 触角 を 震動させる ので ある。 つまり、 

声 は 空気の 震動で あるが、 触角に 伝わって、 機械的な 

震動と なって、 ぶるぶる ぴ ゆん ぴ ゆん とふる える。 そ 

こで 私の 触角と、 話 をしょう と 思う 相手の 人の 触角と 

を 触れさせて おくと、 私の いった ことば は、 例の 震動 

となり、 私の 触角から 相手の 触角へ 震動が 伝わる。 そ 



しぎ だな あ」 

「あは はは。 これ は 奇妙 だ。 僕 はわ ざと 小さい 声で 話 

をして いるので すよ」 

あっちで もこつ ちで も、 この 触角 をつ かって 話 をす 

る 練習が、 みんな を おどろかせ、 そして よろこばせた _ 

こうして 艇夫 たち は、 宇宙服 を 着こなす ことが 出来 

たのだった。 

「さあ、 それで はみ なさん。 それぞれの 職場へ 戻って 

ください」 

「はいはい。 宇宙服 をぬ ぐので すねえ」 

「いや、 宇宙服 を 着た まま、 それぞれの 職場へ もどつ 



れ から 着陸しょう とする 月の 陸地が 見えて いるよ。 し 

かし、 おどろかな いがいい ぞ」 

と、 丸い 窓 を 指さして、 艇長 はいった。 

月の 引力 

(おどろいて は、 いけない) 

艇長 は、 そういつ たが、 三郎 はそんな にいち いちお 

どろいて いて はしょう がない と 思った。 なに、 おどろ 



「光って いる 陸地が 見えたろう。 『笑いの 海』 は、 あの 

中に ある。 もうす ぐ 着陸 だ」 

「ああ 艇長。 『笑いの 海』 というと、 月の 世界に、 海が 

あるので すか」 

「ほんとうの 海で はない よ。 月に は 水がない。 だから 

海 どころ か、 小川 も 水たまり もない」 

「じゃあ、 いよいよ へんです ね、 『笑いの 海』 だなん て 

…：- J 

「それ は、 こうだよ。 地球のう えから 月 を 見る と、 黒 

ずんだ ところが ある。 その 黒ずんだ ところが、 ちょう 

ど 海の ように 見える ので、 それで 『海』 というの だ。 



形 をして いるので、 行き 合っても、 しばらく はお 互い 

かぶと ガラス 

に、 兜の 硝子の 中 を のぞきこんで いたが、 ようやく そ 

れと わかって、 二人 は 手 をに ぎりあった。 それから、 

お 互いの 触角 を ふれあわせ るのに 手間 どった。 なれな 

いこと とて、 急に はう まくい かない。 

「かざ …… 三ぶ …… うした」 

などと、 きれぎれに、 木 曾 少年の こえが きこえる。 

(風 間 三郎、 おい、 どうしたい) 

といって いるの だが、 触角が さわった とき だけし か、 

こえが きこえな いので、 そんな 風に きれぎれになる の 

だった。 



「クマち やん、 あそこに 誰かい るよ」 

「誰かが いるって、 誰が さ」 

木 曾 は 問い かえした。 

「ほら あそこ だ。 この 丘の 下の、 大砲み たいに 先のと 

がった 岩の 下 だよ。 かげに なって くらいから、 はっき 

リ わからな いが、 ほら、 丸い 頭が うごいて いる じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「丸い 頭が …… 」 

「ほら、 日な たへ 出て きた、 先頭の 一人が …… 。 お 



きで ていた。 頭の 上 は 白く 禿げて いると ころが あり、 

頭の 上に は、 りっぱな 角の ような 触角が 二 本、 に ゆつ 

と 出て いた。 頭の、 その他の ところ は 河馬の ように 妙 

にう す 赤い 色 をお び、 てら てらと 光って いた。 

それから 胴 は、 鳥の ように ふくれて いた。 しかし 腹 

のと ころ は、 鎧 をき たように なって いて 鳥と はちが う _ 

背中に は、 甲虫の 翅と 同じような 翅が 畳み こまれて い 

るよう であった。 その 翅の つけ 根の 横に は、 触角と は 

ちがい、 もっとぐ にやぐ にやした ゴム 製の 管の ような 

ものが ついていた。 それ はたい へん 長くて、 地上に 達 

していた が、 うごいて いるう ちに、 急に 短く ちぢんで 



(一体、 何だろう。 この 高等 怪物 は …… ) 

三郎 は、 そばへ ぴったり すりよって くる、 木 曾 九 万 

一 の 身体 を かかえながら、 眼 をみ はった。 

その 怪物の 中に、 どうやら 大将ら しい 怪物が あった。 

その 怪物 は 他の 怪物と、 しきりに 連絡 をして いたよう 

であった が、 やがて 連絡が すんだ のか 顔 を 二人の 方に 

向けた。 

「おい、 君た ち は、 日本人だろう」 

その 怪物が、 いきなり 日本語で 話しかけ てきた。 そ 

ぎょうてん 

れに は三郎 は、 びっくり 仰天した。 

「ええつ！」 と、 三郎 はいった きり、 全身から、 汗が 



たしかに ムビ ゥムが あり、 次に 見た ときには それが な 

くな つていた というの は その ほんの わずかの 間に、 星 

の 中に 大 異変が 起り、 ムビ ゥムが こわれて、 他の物 質 

になって しまったの ではない かと、 そう 思った ので あ 

る。 そして、 そう 気短に、 もの を あきらめて しまって 

はよ ろしくない。 そういう 大事な こと はもつ と 念 をい 

れて、 しらべ をつ づける のが 科学者の つとめで あると 

思 つ た。 

そのよう にして、 博士 は、 ム ー ビ ー 氏の 行方不^: に 

なった のち も、 天文台に たてこもって 研究 をつ づけて 

いるう ちに、 ついに 思いがけない 大 発見 をした。 それ 



家 的の 大事 業 じ やない か。 君、 若い くせに、 そんなに 

ひかんす る こと はない。 わしに も、 すこし は 考えが あ 

るよ。 どう だ、 今夜 これから わしの 家へ 来な さらん か。 

そして 二人で、 よく 話 をして みょうじ やない か」 

と、 思いがけない ことばであった。 

緑 川 博士 は、 大竹 中将から このはげ ましの ことば を 

もらって、 たいへん うれしかった。 しかしい くら 中将 

の 考えで も、 この ことば かり はどうに もなる まいと 

思った。 なにしろ、 ここから 何億キ ロメ —„ ^ルの 何 億 

倍と いう ほどの、 はるかの 天空 を 走って いる ム ー ァ彗 

星から、 どうして ムビ ゥムを 採る ことができ ようか。 



「なに をす るって、 君、 わかって いる じ やない か。 つ 

ま リム ー ァ 彗星のと ころまで とんで いって、 その 超 放 

射 元素 ムビ ゥム とやら を 採って くるの さ」 

「それ はだめ です。 ここから、 ム ー ァ 彗星まで は、 た 

いへんな 距離です」 

「たいへんな 遠方で もよ ろしい。 生命の あるかぎり、 

いける ところ までい つ てみ ようじ やない か」 

「は あ」 

「なに かね、 その ム— ァ 彗星 は、 これから のち、 もつ 

と 地球に 近くなら ない のかね」 

「え？ I 



このと き、 緑 川 博士 は、 すいぶん 大きな 声 を だした。 

よほどお どろいた ので ある。 博士の 顔 は、 たちまち 赤 

くな つた。 なぜ？ 

(ああ、 そうだった。 自分と した ことが、 なんという 

間ぬ けだ つ たろう！) 

なぐ 

博士 は、 われと わが 頭 を、 拳で もって、 ご つんと 殴つ 

たのであった。 

「こら 待て、 いくら 自分の 頭 だからといって、 そうら 

ん ぼうに 殴る とはいかん …… 」 

「いや、 大竹 閣下。 自分 は、 今 閣下から いわれる まで 

実はたい へんな こと を 忘れて いました」 



中佐のお どろき 



司令 は、 めがね ごしに、 受信 紙の 上に 書かれて ある 

文字 を ひろう。 

その 文 は、 次の ような ものであった。 

偵察 者 2 13 報告 —— 火星人の 月世界 派遣隊に より 

火星 本国に 向けて 発せられた 通信に よると、 その 派遣 

隊は、 地球人 類の 乗って いる 噴行艇 一隻が 月世界に つ 



いたの を 見た。 また、 その 噴 行艇の 乗組員で あると こ 

ろの 二 名の 日本人 を 捕虜に して、 只今 取調べ 中で ある。 

なお、 その 噴行艇 との 間に はま だ 戦い は 始まって いな 

ヽ o 

レ 

まゆ 

司令 大竹 中将の 太い 眉が、 びくんと うごいた。 

「ふ— ん、 これ は 容易なら ぬ ニュ— ス ではない か。 の 

う、 幕僚長」 

司令 は、 そういって、 机の 前に 立って いる 幕僚長の 

顔 を 見上げた。 

「はい、 はなはだ 容易なら ぬ ことで ございます」 

せんけんたい 

「月世界に、 火星人の 先遣 隊が いっていた などと は、 



わし は 知らなかった。 これ は 本当 かな」 

「は、 月世界に 不時着し ました ァ シビキ 号に 対し、 只 

今 連絡 中で ございま すから、 もうしば らくお まちね が 

いたい ものです。 しかし 今迄の 報告で は、 月世界 は 昔 

のとお りの 無人の境 地 だと 書いて 居りました。 もし 偵 

察 者 2 13 の 報告が 正しい ものと すれば、 容易なら ぬ 

ことであります」 

「そうか。 早く ァシ ビキ 号の 辻 中佐 を 呼び だして もら 

いたい もの じ や。 二 名の 日本人が、 火星人に つかまえ 

られ たという が、 どうして つかまえられ たもの じ やろ 

うか。 一体、 そいつ は 誰と 誰な のか、 それ も 早く 知リ 



無電 をう つ てく るので あった。 

辻 中佐 は、 斥候隊から、 いい 報告が 入る の を、 今 か 

今 かと まちうけ ていた。 しかし 彼らが 出発して から も 

う 一時間に もなる のに、 何のい い 報告 も 入らなかった。 

が 第一 斥候隊 報告。 只今、 ミドリ 大溝 を、 カン ガル— 

の 如く 飛び越えた ところ， 

だと か、 

* 第二 斥候隊 報告。 只今、 サギ 山の頂 上に あり、 附近 

を 念入りに しらべた る も、 何の 手がかり なし" 

だと か、 どの 報告 も 似ったり よったり であった。 

五つの 斥候隊の うち、 どうした わけ か、 第 四 斥候隊 



して、 その 信号の 途中で、 無電が、 はたと 切れて しま 

いました。 この 電文 を ごらんく ださい」 

と、 無電 員 は、 はあはあ 息 を 切らして いる。 よほど 

おどろいた ものら しい。 

その 受信 紙 は、 直ちに 艇長の 前に ひろげられた。 電 

文に は 始めは 規定 どおりの 救難 信号が あって、 その あ 

とに 本文が はじまって いたが、 

かぶとむし 

* …… 人間 大の 怪しき 甲虫 の 形 をした 怪物お よそ 十 

匹に とりかこまれた。 わが 携帯 用 無電 機 を 眼が けて、 

拳 を ふりあげて 来る。 無電 機 を こわす つもり か …… " 

そこで 電文 は 切れて いる。 



艇長 は、 席 を 立って、 無電 員の 傍へ やって きた。 だ 

が 無電 員 は それに へんじ をし なかった。 彼 はむ ちゅう 

になって、 無電 をう けて、 その 電文 を 紙の 上に 書いて 

いるので あった。 ああ、 それ はまちが いなく 第 四 斥候 

隊 からの 始めての 報告だった。 

辻 中佐 は、 いそがし そうにう ご く 無電 員 の 手の 間 か 

ら、 次の ような 電文 を 読みと つた。 

"第 四 斥候隊 報告。 わが 隊は、 すこし 考える ところ あ 

りて、 火星人 隊 発見まで、 電波 を 発射し ない こと を定 

めお けり。 その わけ は、 電波 を 発射せば、 火星 隊 のた 

めに、 かえって わが 隊の 所在 を しらせる こと をお それ 



たるが ためなり， 

「なるほど なるほど」 

艇長 はうな ずいた。 

報告書 は、 なお その 先が あった。 

" …… わが 隊は、 ァメ 山より、 対い のヒ イラ ギ山 のか 

げに 火星人の 乗物が あるの を 発見せ リ。 火星 入隊の 総 

勢 は 約 十 名 かと おもわれる。 彼らの 乗物 は、 その 形、 

大きい 皿の 如く、 その 中央の 出入口より ぞろぞろと 現 

われる の を 見たり。 わが 隊は、 その あとに て、 ァメ山 

を 下りて、 ひそかに 火星人の 乗物に 近づけり。 幸い 

に 乗物に は 火星人の 居る 訳なし。 しかも 出入口 は、 明 



け 放しに なり 居りた る ゆえ、 内部へ 入りて 見たり。 そ 

の 結果、 われら は、 風 間、 木 曾の 二 少年 を 発見せ リ， 

「ほう、 二 少年が 見つかった そうじゃ」 

" …… さりながら、 二 少年 は 共に、 人事不省の ありさ 

まに て 発見せられ たる ゆえ、 われら はお どろき、 手当 

を 加えつつ ある も、 いまだに そのき きめな き は ざん ね 

ん なり。 われわれ 二 少年 を このまま 連れ戻ろ うとす。 

医療の 用意 をた のむ， 

「ほう、 二 少年と も 人事不省 だそう だ。 それ をた すけ 

て、 第 四 斥候隊 はこつ ちへ 戻って くると いうが、 うま 

く かえれる かどう か、 わからない。 すぐさま、 第 四 斥 



「困った ことにな つた ぞ …… 」 

辻 中佐 は、 この 馴れない 月世界の 上で 奮闘して いる 

部下の こと を、 しきりに 心配して いた。 が、 この 時 第 

四 斥候隊の 方に は、 辻 艇長が 心配して いた 以上の こと 

が 起こって いたのだった。 

それ は、 間もなく 第 四 斥候隊 報告と して、 この 司令 

室 の 無電 機に 飛込ん で 来た。 受信し て い る 無電 員が、 

ま ぎょうてん 

先ずび つ くり 仰天 する ような 報告 だ つ た。 

〃第 四 斥候隊 報告。 わが 隊は、 目下 月世界 を 離れて 飛 

び つ つ あり …… " 

「え ッ I 



この 不思議な 報告に はま だ あとが 続いて いた 



斥候隊の 報告 

* わが 隊は大 なる 皿の 如き、 彼らの 乗物 を 確保し あり 

たりと ころ、 突然 火星人の 来襲 せんとす る を 発見せ る 

を もって、 ただちに この 乗物の 内部に 入り、 すべての 

出入口 を 厳重に 閉ざした リ。 これ は 外に 出て 火星人 を 

撃退 せんとせば、 風 間、 木 曾の 二 少年に 若しもの こと 

が 起らず と は 保証 出来ざる ためなり。 幸い、 両 少年と 



いま 

も 息 を ふきかえ したる も、 未だに 自由に 活動 出来 ざ る 

状態に あり …… " 

「う ー む、 風 間 も 木 曾 も、 いい 具合に 息 を ふきかえし 

たらしい な」 

艇長 は、 にっこりして 幕僚の 方 を 一寸見た が、 すぐ 

又、 電文の 方に 眼 を 移した。 なかなか、 長い 報告 だつ 

た。 

" …… しかるに この 乗物の 出入口 を 全 部 閉ざす や 否や、 

こつぜん 

忽然と して 空中に 浮動す る を 発見せ リ。 早速 ガラス 製 

と 思われる 窓より、 離れ ゆく 月面 上 を 見る に、 本 乗物 

きょ うがく ろうば い 

の 飛行 を 知 つ て 火星人ら は 痛く 驚愕 狼狽 の 模様な り、 



してす ぐ 又、 いそがしく 鉛筆 を はしらせ ている 無電 員 

の 手 もと を 見つめて いた。 

〃第五 斥候隊 報告。 わが 隊の 携帯 用 無電 機 眼が けて 拳 

を ふりあげて 来った 怪物 団は、 その 甲虫の 如き 頑丈な 

る 身体つ きに も 拘わらず、 力 ははな はだ 弱き こと を 発 

見せり。 

彼ら はわれ われの 強力 無双なる に 驚愕 せらる ものの 如 



「ふ— む I— 」 

辻 中佐 は、 その 報告 を 読んで、 にやり とした。 この 

第五 斥候隊が、 自分で 自分た ちの こと を 強力 無双な ど 



も 無理で はない。 

勝ち ほこった 第五 斥候隊からの 報告 は、 まだ 続く。 

" …… かくして 怪物 団の 彼ら も 閉口した かに 思わる る 

時、 はるかに 救援 隊のニ ケ隊の 近づきつつ ある を 知つ 

たため、 最早 戦闘に はかなわぬ と 見た るか 一斉に 退却 

を 開始せ り。 思う に、 風 間、 木 曾の ニ艇 夫の 行方不明 

は、 この 怪物 団の 仕業 かと 疑われる を もって、 わが 隊 

は 到着せ る 救援 隊 と共に、 時 を 移さず 目下 これ を 追跡 

中な り， 

「な ある ほど」 

幕僚が うなずいて、 辻 艇長の 方 を 見る と、 



〃第五 斥候隊 報告。 わが 隊は 怪物 団を 追跡して (この 

怪物 団が 火星人で ある こと を、 到着せ る 救援 隊ょリ 知 

ら せられたり) ァメ山 を 越えて、 そのむ かいの ヒ イラ 

ギ山 附近まで 進出せ る 時、 突如 その ヒ イラ ギ 山の かげ 

より 巨大な 皿の 如き ものが 空中に 舞 上れる を 望見した 

り ガ 

「うむ、 それが 第 四 斥候隊の 乗った 火星人の 乗物 だつ 

たの だ」 

くちびる か 

艇長 は、 唇 を嚙ん だ。 もう 一 刻 早ければ 間に合つ 

たか も 知れない のに —— 。 

先 ほどの、 第 四 斥候隊の 報告と 合わせて 考えて 見る 



と、 この 第五 斥候隊に 追われて 逃げて 来た 火星人 を、 

第 四 斥候隊の 方 は 自分た ち を 襲撃して 来た ものと 思つ 

て 全部の 出入口 を 閉じた 途端 この 皿の ような 乗物が、 

自然に 飛び出して しま つたの だ —— という ことが わ 

かった。 

さて、 では 火星人た ち はどうし ただろう か。 報告が、 

つづいて はいつ て 来た。 

" …… 思う に、 この 奇怪なる 皿の 如き もの は、 火星人 

の 飛 空 機ら しく、 わが 隊に 追跡 を 受けつつ ある 火星人 

いとま 

を 見て、 この 火星人ら を 救う 遑も なく、 あわてて 彼ら 

を 置 去りに した まま 逃走せ る ものの 如し" 



火星人 弱る 



第五 斥候隊の 報告 は、 まだ 続いて いた。 

うち 

〃かくして 火星人ら が 狼狽な すと ころ を 知らざる 中に 

飛 空 機 は 一刻 も 休みな く、 上昇 をつ づけつつ ぁリ、 1 

に、 大空 高く 消え去せ たり …… " 

「ああ …… 」 

ちょっと ためいき 

幕僚 は、 辻 艇長の 顔 を 一寸ぬ すみ 見て、 溜 息をつい 



た。 辻 艇長の 横顔に は、 第 四 斥候隊 を 心配す る 色が、 

ありあ りと 浮んで いた。 

〃仲間の 飛 空 機に 飛び去られ、 月世界 上に 置 去り を 

食った 火星人ら は、 全く 元気 を 失いて、 遂に 全員 十 匹 

おど 

はわが 隊に 降伏せ リ、 なお 愕 ろくべき ことに は、 彼等 

は 明瞭なる 日本語 を 話す こと を 発見せ り、 わが 隊は 

これより 彼ら を 連行し、 直ちに 帰艇 せんとす、 終リ" 

これで、 第五 斥候隊からの 報告 は 終った。 

「ふ— ん、 飛 空 機に 置いて きぼ リを 食った 彼ら は、 遂 

にネを 上げた と 見えるな、 どんな 彼らが 来る か 見 もの 

だ わい」 



てし ま つ た。 

〃第 四 斥候隊 報告。 わが 隊 はこの 奇怪なる 飛 空 機に 乗 

りて、 一路 火星に 向いつつ ある ものの 如し。 飛行 中に 

この 飛 空 機 を 捜査せ ると ころ、 思いが けず も 火星人 一 

人が 残留し 居る を 発見せ り。 風 間 少年の 報告に よれば、 

火星人 は 日本語 を 話す とのこと なれば、 早速 彼 を 訊問 

し、 次の ことがらが 判明せ り。 一、 この 飛 空 機 は 火星 

と 月との 間 を、 すでに 数回 往復せ る ものな リ。 二、 残 

留 せる 火星人 は 給仕に て、 残念ながら この 飛 空 機 を 再 

び 月世界に 帰す 方法 を 知らざる ものの 如し (なお 機 中 

を 詳しく しらべた る も、 飛行機 関と 思われる もの は 



一 切 見あたらず、 想像す るに この 飛 空 機 は 火星と 月と 

の 間の 引力 を 利用せ る ものと 思わる)。 三、 従って わ 

れ われ は 火星に 行く 以外、 如何と も 方法な し。 四、 こ 

の 火星人の 話に よれば、 火星人た ち はお そらく 我々 に 

危害 を 加える こと は あるまい とのこと なり。 終り" 

「まあ、 それが 本当なら 結構 じ やが …… 。 しかし 火星 

の 飛 空 機が 月から 帰って来 たのに、 いざ 着いて 見る と、 

中から 火星人 ならぬ 地球人が ぞろぞろ 現われた、 と 

ども 

あ つ て は 火星人 共が びっくり 仰天して どんな こと をす 

るか 知らん からな」 

「はい。 —— では 第 四 斥候隊に 連絡して、 火星に 着い 



「や あ、 ご苦労、 ご苦労」 

辻 艇長 は、 斥候の 労 を ねぎらった。 

いどころ 

「二 少年の 居所 はわ かりまし たか」 

松 下 梅 造が、 聞いた。 

「うむ、 わかつ とる。 目下 火星へ 向って 飛んで おる」 

幕僚が そういうと、 

「は ッ？， - 

松 下 艇夫長 は、 何だか わけの わからん ような、 びつ 

くりした ような 大きな 眼 をした。 そして、 又 何 か 聞き 

たそうな 様子 をした が、 

「あつ、 では あの 二人の 少年が、 われわれの 飛 空 機 を 



ここに 半ば を 達した の だ。 この 至る ところに ある ムビ 

ゥム を、 どんどん 採集して 地球に 持ち帰れば いいの だ。 

この 分で は、 最初の 予定よりか、 はるかに 早く 帰る 

ことが 出来そう である。 

I この 詳しい 珍しい 話 は、 いずれ 風 間 少年た ちが 

帰って来てから、 ゆっくり として くれる ことと 思って 

いる。 

ただ 最後に、 或る日の 朝の ラジオ ニュ— ス のこと を 

伝えて 置こう。 それ は 誰でも 万歳 を 叫ぶ ニュ— ス なの 

だ。 
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